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フランス共和国概要 スウェーデン王国

滞在地訪問先行程日程

ユーロ（120円）
フランス語
パリ（225万人）
2兆7,100億ドル
6,700万人

移動・解散

移動

羽田▶東京 ▶ 青森

パリ ▶ 

シェルブール ▶ パリ

パリ ▶ シェルブール

ウプサラ ▶ パリ

移動

・「グリニャール高」交流

・「ラ･アーグ再処理工場」視察

・「カテドラル高」交流

・「フォルシュマルク技術高」交流
・「フォルシュマルク
  中･低レベル施設」視察

・パリ市内見学

・ベルサイユ見学

・モンサンミッシェル見学

・ストックホルム市内見学

東通・六ケ所村の原子力施設視察など

シェル
ブール

パリ

パリ

ウプサラ

ストック
ホルム

ストックホルム ▶ ウプサラ

羽田 ▶ ストックホルム

・「スウェーデン・フランス
   大使館」表敬訪問

ー

機中泊

羽田青森 ▶ 東京▶ 羽田

54万㎢（日本の1.4倍）

クローナ（10円）
スウェーデン語

ストックホルム（95万人）
5,700億ドル
1,000万人

45万㎢（日本の1.2倍）

通貨
公用語
首都
GDP
人口
面積

31●金

30●木

29●水
28●火

7●金
6●木
５●水
４●火
３●月
2●日

2/1 ●土

1/27●月

人口以下の数値は概数。「2018 データブック  オブ・ザ・ワールド」（二宮書店）
等を基に作成

【第26回（2019年度）の行程表】● 代表的行程 訪問先
MAP事前研修

26
回
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
訪
問
を
振
り
返
る

フランス・ミレー高校生との交流
【第9回（2002年度）】

スウェーデンの
ノーベル・ミュージアムの前で記念撮影

【第23回（2016年度）】

180人（男子79人、女子101人）
第1回から26回までの総参加者数
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特  集  2

幅広い経験で国際感覚を養う

「高校生による海外エネルギー事情研修会」
26回の歩み

青
森
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
毎
年
、
県
内
の
高
校
２
年
生
を

対
象
に
し
た「
高
校
生
に
よ
る
海
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
研
修
会
」を
開

催
し
て
い
ま
す（
東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
は
研
修
会
の
運
営
に
協

力
）。
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
見
学
し
、
現

地
の
高
校
生
と
議
論
を
交
わ
す
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

本
研
修
会
は
、
１
９
９
３
年
度
に
開
始
し
２
０
１
９
年
度
ま
で

継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
度
は
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
参
加
し
た
高
校
生
は
１
８
０
人
。
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
感
覚
を
養
い
、
自
身

で
物
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
研
修
会
の
一
層
の
充
実
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
回
、

第
１
回
か
ら
26
回
ま
で
四
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
活
動
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
当
時
の
高
校
生
の
感
想
や
、
社
会
人
と
な
っ
た
参
加
者

た
ち
の
思
い
、
研
修
会
関
係
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

※第22回（2015年度）は、フランス同時多発テロの影響をふまえ国内エネルギー施設の見学に変更して開催
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ラ・アーグ再処理工場にて フォルシュマルク原子力発電所にて

低レベルの廃棄物が貯蔵される岩盤内
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時
の
私
に
原
子
力
に
関
す
る
知

識
は
な
く
、
海
外
研
修
会
へ
の

参
加
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
物
理
の
教

科
書
や
図
書
館
の
専
門
書
を
ひ
も
と

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
行

き
先
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ェ
ル
ブ
ー

ル
に
あ
る
ラ·
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
で

し
た
。
原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た

使
用
済
燃
料
か
ら
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り
出
し
、
新
た
な
燃
料

と
す
る
世
界
で
も
数
少
な
い
施
設
の

一
つ
で
、
六
ケ
所
村
の
再
処
理
工
場

が
稼
働
す
る
ま
で
日
本
全
国
の
原
発

で
発
生
す
る
燃
料
の
一
部
の
再
処
理

を
受
託
し
て
い
る
重
要
な
施
設
で
す
。

　

こ
の
研
修
で
、
現
代
の
豊
か
な
生

活
が
先
端
技
術
に
依
存
し
て
い
る
一

方
、
日
本
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

自
足
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を

認
識
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
に

お
い
て
も
解
決
に
至
ら
ず
、
世
界
の

発
展
と
と
も
に
重
要
性·
複
雑
性
は

さ
ら
に
増
し
て
い
ま
す
。
青
森
は
各

地
域
の
環
境
に
応
じ
た
多
様
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。
高
度
な
原
子
力
の
平

和
利
用
に
加
え
、
豊
か
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
農
林
水
産
業
や
観
光
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
、
持
続
的
な
産
業
発

展
モ
デ
ル
と
し
て
世
界
に
発
信
で
き

れ
ば
、
地
域
の
未
来
が
開
け
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
研
修
会
を
き
っ
か
け
に
科
学

技
術
に
興
味
を
持
ち
、
学
生
時
代
は

学
会
や
旅
行
で
海
外
に
行
く
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
自
動
車

メ
ー
カ
ー
で
部
品
メ
ー
カ
ー
に
省
資

源
で
効
率
的
な
生
産
方
法
を
企
画
提

案
す
る
職
務
に
就
い
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
社
会
で
は
電
源
の
あ
り
方

は
極
め
て
重
要
で
す
。
い
つ
か
太
陽

光
や
潮
流
、
風
力
な
ど
と
原
子
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
生
み
出
さ
れ
る
ク
リ
ー

ン
な
電
気
に
よ
り
、
県
内
の
景
勝
地

や
温
泉
地
を
電
気
自
動
車
で
観
光
で

き
る
時
代
が
実
現
す
る
よ
う
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

訪
問
先
施
設
で
将
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
を
考
え
る

SKB社 フォルシュマルク中・低レベル放射性廃棄物貯蔵施設

オラノ社 ラ・アーグ再処理工場

訪
問
先
施
設
紹
介

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
核
燃
料
・
廃
棄
物
管
理
会
社

（
S
K
B
社
）
フ
ォ
ル
シ
ュ
マ
ル
ク
中
・
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

貯
蔵
施
設
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
オ
ラ
ノ
社
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
等

を
見
学
し
ま
し
た
。

◦海岸線から1km離れた深さ50mの海底岩盤内にある施設
◦スウェーデン国内で発生した中・低レベルの放射性廃棄物の全量を受入れ
（発電用だけでなく、病院・研究施設の廃棄物も含まれる）
◦国内原子力発電所全基から出る40 年分の中・低レベル放射性廃棄物の貯
蔵が可能

◦年間で約1.5万人の見学者を受入れ

（右〔灰色〕が既設、左〔青色〕が計画分、 SKB 社提供）

（オラノ社提供）

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
電
源
別
発
電
電
力

量
は
水
力
発
電
と
原
子
力
発
電
と
で
約

80
％
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ル
シ
ュ

マ
ル
ク
中
・
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

貯
蔵
施
設
で
は
、
使
用
済
燃
料
の
リ

サ
イ
ク
ル
は
行
わ
ず
に
貯
蔵
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
は
、
国
内
全
体
で
使
用
さ

れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
の
ほ

か
、
原
子
力
発
電
所
を
閉
鎖
し
た
と
き

に
発
生
す
る
廃
棄
物
も
こ
こ
で
貯
蔵
で

き
る
よ
う
に
と
拡
張
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は「
原
子
力
発
電
を
使
用
し
て
き
た
私

た
ち
世
代
が
最
後
ま
で
責
任
を
負
う
べ

き
で
あ
る
。
次
の
世
代
へ
持
ち
越
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」と
い
う
気
持
ち
で

こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
こ
と
が
心
に
響
き
、
私
た

ち
も
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。【
第
25
回（
2
0
1
8

年
度
）参
加
者
】

◦フランス国内の原子力発電所で発生した使用済燃料のほか、諸外国からの
受入れ分を再処理 (2019 年1月現在、再処理量合計で 3.5万トン）

◦再処理能力は、年間1,700トン
◦周辺環境への放射線影響は、年間 0.02mSv以下
◦日本原燃の再処理工場（六ケ所村）は、オラノ社（旧アレバ社）の技術協
力を得て建設

スウェーデン

フランス

　

２
０
２
０
年
10
月
、
菅
義
偉
首
相
は
、

50
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
の
目
標
に
取
り

組
む
に
は
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い

発
電
が
重
要
課
題
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

安
定
し
た
電
力
を
供
給
で
き
る
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
現
在
直
面
し
て
い
る
公

衆
衛
生
危
機
な
ど
の
非
常
事
態
を
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
幅
広
く
想
定
し
た

場
合
に
必
要
不
可
欠
な
電
源
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
は
天
然
資
源
の
少

な
さ
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
類
似
点

が
あ
り
ま
す
。
両
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
政
策
に
お
い
て
さ
ら
な
る
協
力
関
係

を
築
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原

子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

が
互
い
に
補
完
し
合
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
を
実
現
す
れ
ば
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
社
会
と
い
う
両
国
共
通
の
目

標
を
達
成
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

原
子
力
は
今
後
数
十
年
に
わ
た
り
両

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
要
で
あ

り
、
経
済
発
展
の
基
礎
で
あ
り
続
け
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
と
日
本

の
若
い
世
代
が
原
子
力
に
興
味
を
持
ち
、

積
極
的
に
学
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

在日フランス大使館
原子力参事官

ファビエンヌ・ドゥラージュ氏

原
子
力 

も
っ
と
興
味
持
っ
て

研修会関係者からの

Messageメッセージ

寄稿

参
加
し
た

参
加
し
た  

当
時
の
高
校
生
た
ち
の
感
想

当
時
の
高
校
生
た
ち
の
感
想  

か
ら
か
ら

社会人となった

参加者たち
の思い

寄  稿

当

成田空港〜羽田空港シャトルバス
（左側が工藤さん）

第
2
回（
1
9
9
4
年
度
）参
加　

青
森
県
立
弘
前
高
校
卒

工
藤 

一
希
さ
ん

科
学
技
術
に
関
心
持
て
た

 （SKB 社提供）
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修
会
に
参
加
し
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
グ
リ
ニ
ャ
ー
ル
高
校
へ
の
訪
問

で
す
。
現
地
の
生
徒
た
ち
は
自
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
し
て
、
し
っ

か
り
と
知
識
と
意
見
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
私
は
と
い
え
ば
、
議

論
の
土
俵
に
も
立
て
ず
に
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
対
し
て
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
国
で
起
き
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
目
を
向
け
、
自
分
の

頭
で
考
え
て
周
り
と
意
見
を
交
わ
す

と
い
う
当
た
り
前
の
姿
勢
が
、
私
に

は
と
て
も
新
鮮
に
映
り
ま
し
た
。

　

私
は
研
修
会
で
「
高
校
の
先
生
に

な
り
た
い
」
と
将
来
の
目
標
を
語
り
、

こ
の
宣
言
通
り
、
現
在
高
校
教
師
と

し
て
生
物
と
化
学
を
教
え
て
い
ま
す
。

教
育
現
場
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
も
、
そ
う
い
っ
た
社
会
全
体
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
高
校
生
の
意
識

の
高
さ
に
は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
受
け
持
つ
ク
ラ
ス
に
は
、
国

際
的
な
課
題
に
つ
い
て
海
外
の
学
生

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
行
う
ほ
か
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
向
け
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
や
微
生
物
燃
料
電
池
の

研
究
を
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

徒
が
い
ま
す
。
み
ん
な
方
向
性
は
違

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ

い
て
調
べ
、
考
え
、
議
論
し
て
い
る

様
子
を
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
小
さ
な
芽
で
す
が
、
こ
の

芽
が
増
え
、
そ
し
て
伸
び
て
い
け
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
自
国

の
課
題
を
、
私
た
ち
国
民
全
員
で
考

え
て
い
け
る
世
の
中
に
近
づ
い
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
時

の
私
が
研
修
会
で
学
ん
だ
よ
う
に
、

今
度
は
、
教
師
の
私
が
今
の
高
校
生

に
「
正
確
な
知
識
を
持
ち
、
自
分
で

考
え
、
議
論
す
る
姿
勢
」
を
伝
え
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

刺
激
的
な
体
験
と
な
っ
た

英
語
で
の
討
論
や
異
文
化
交
流

現
地
高
校
と
の
交
流

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
テ
ド
ラ
ル
高
校
、
フ
ラ
ン
ス
の
グ
リ
ニ
ャ
ー
ル

高
校
の
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
在
り
方
に
つ
い
て
討
論
、
文
化
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校

生
と
の
交
流
で
最
も
強
く
感
じ
た
こ

と
は
、
言
語
能
力
の
差
で
す
。
ど
ち

ら
の
国
も
自
国
の
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
、

英
語
は
日
常
会
話
が
難
な
く
で
き
て
、

さ
ら
に
3
カ
国
語
目
と
し
て
日
本
語

を
学
ん
で
い
る
生
徒
た
ち
で
し
た
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校
生
た
ち
は
、
友

だ
ち
と
話
す
と
き
も
英
語
を
頻
繁
に

使
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
で
丸
一
日
英

語
の
み
を
使
用
し
て
討
論
を
す
る
日

が
あ
り
、
授
業
で
も
英
語
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
て
、
英
語
で

話
す
こ
と
へ
の
抵
抗
が
全
く
な
い
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
国
の
生
徒
た
ち
も
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
と
て
も
積
極
的
に
自

分
の
主
張
を
は
っ
き
り
と
伝
え
て
く
れ

ま
し
た
。
私
も
自
分
の
主
張
が
ど
う

や
っ
た
ら
相
手
に
伝
わ
る
か
考
え
な
が

ら
積
極
的
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
習
へ
の
意
識
が
と
て
も
高
く
て
驚

き
ま
し
た
。
私
と
同
じ
く
研
究
者
を
目

指
し
て
い
る
生
徒
と
仲
良
く
な
り
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
と
て
も

考
え
方
が
柔
軟
で
、
海
外
の
研
究
者
た

ち
が
優
秀
だ
と
言
わ
れ
る
理
由
が
少
し

分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
自
分
と
は
異

な
る
文
化
で
生
き
る
同
世
代
の
人
々
が

将
来
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ

て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
第
24
回
（
2
0
1
7
年
度
）
参
加
者
】

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
校
教
育
は
、
あ

る
課
題
に
対
し
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
議
論
が
そ
れ
に
続

き
ま
す
。
正
解
を
見
つ
け
る
こ
と
は
せ

ず
、
各
人
の
意
思
·
主
張
を
互
い
に
理

解
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
フ
ォ
ル
シ
ュ
マ
ル
ク
の

中
·
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
施
設

を
見
学
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
現
地

高
校
生
と
英
語
で
議
論
し
ま
す
。
日
本

の
高
校
生
は
、
知
識
は
豊
富
で
す
が
オ
ー

プ
ン
な
場
で
考
え
を
主
張
す
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
初
は
、
ス
ム
ー
ズ
に

議
論
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、
報
告
書

か
ら
は
議
論
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
10
代
の
若
者
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
自
ら
の
主
張
を
積
極
的
に
発
信
し
ま

す
。
社
会
も
そ
れ
を
容
認
し
、
支
援
す
る

動
き
が
一
般
的
で
す
。
日
本
で
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
環
境
に
興
味
を
持
ち
、
発
言
す
る

若
い
世
代
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
１
回
研
修
会
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な

さ
ん
は
今
は
も
う
40
歳
前
後
に
な
り
、

社
会
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ

れ
て
い
る
世
代
で
す
。
い
つ
か
彼
ら
の

意
見
を
聞
く
機
会
が
あ
れ
ば
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

スウェーデン
核燃料・廃棄物管理会社
（SKB International）

日本事務所 
    竜 啓介氏

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
積
極
発
言
を

研修会関係者からの

Messageメッセージ

寄稿

参
加
し
た

参
加
し
た  

当
時
の
高
校
生
た
ち
の
感
想

当
時
の
高
校
生
た
ち
の
感
想  

か
ら
か
ら

社会人となった

参加者たち
の思い

寄  稿

第
16
回（
2
0
0
9
年
度
）参
加　

青
森
県
立
八
戸
北
高
校
卒

増
井
（
旧
姓
三
浦
）
真
美
さ
ん

「
考
え
る
姿
勢
」伝
え
た
い

研

グリニャール高校訪問での
プレゼンテーション
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社会人となった

参加者たち
の思い

寄  稿

　

第
20
回
の
研
修
会
で
は
例
年
通
り
フ

ラ
ン
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
滞
在
し
、

海
外
の
学
生
と
の
交
流
や
、
原
子
力
関

連
施
設
を
訪
問
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
学
ぶ
行
程
で
し
た
。
未
熟
な

英
語
で
の
会
話
や
異
文
化
交
流
な
ど
、

私
に
と
っ
て
全
て
が
新
し
い
経
験
で
毎

日
が
刺
激
的
で
し
た
。
中
で
も
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
を

訪
問
し
た
こ
と
は
後
の
私
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

同
市
の
ハ
ン
マ
ル
ビ
ー
･
シ
ョ
ー
ス

タ
ッ
ド
地
区
は
世
界
有
数
の
環
境
共
生

都
市
の
先
駆
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
街
並
み
の
中
心
部

に
は
自
動
車
は
少
な
く
、
次
世
代
型
路

面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
が
走
行
し
、
さ
ら

に
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
男
性
が
至
る
所

に
い
る
光
景
は
あ
ま
り
に
先
進
的
で
、

日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
無
知
な
私
は
「
こ
ん

な
街
を
い
つ
か
つ
く
っ
て
み
た
い
」
と

お
ぼ
ろ
げ
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

帰
国
す
る
と
、
周
り
は
１
年
後
に
控

え
る
大
学
受
験
の
雰
囲
気
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
元
々
理
学
部
物
理
学
科
を
志

望
し
て
い
ま
し
た
が
、
研
修
会
を
き
っ

か
け
に
都
市
を
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
工
学
部
建
築
学
科
に
変
更
し
ま

し
た
。
無
事
合
格
し
た
大
学
で
は
第
一

志
望
の
都
市
計
画
の
研
究
室
に
所
属

し
、
大
学
院
で
も
都
市
計
画
を
専
門
に

研
究
を
続
け
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
度

か
ら
は
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
総
合
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
業
界
に
就
職
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
「
こ
ん
な

街
を
つ
く
っ
て
み
た
い
」
と
感
じ
た
そ

の
思
い
の
一
端
が
か
な
お
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
分
野
に
進
み
、
面
白
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
研
修
会
に

参
加
で
き
た
か
ら
だ
と
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
研
修
会
が
き
っ
か
け
で
、
世
界

は
想
像
で
き
な
い
く
ら
い
広
く
、
自
身

が
無
知
で
小
さ
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
自
発

的
に
「
知
る
」
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
知
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
研
修
会

の
目
的
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の

ほ
か
の
分
野
の
こ
と
も
同
時
に
吸
収
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
経
験
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
多
く
の
こ
と
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
る
意
識
の
変
化
、
視
野
が
広
が
っ
た

こ
と
か
ら
く
る
自
信
も
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
文
系
と
理
系
の
垣
根

を
越
え
た
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
を

教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
る
国
際
基
督

教
大
学
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
教
養
学
部
に
在

籍
し
て
い
ま
す
。
研
修
会
へ
の
参
加

は
、
明
確
な
将
来
の
目
標
設
定
が
な

か
っ
た
私
に
と
て
も
大
き
な
影
響
を

与
え
、
目
指
す
大
学
ま
で
決
め
る
契

機
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
影
響
と
は
、
第
１
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

も
と
も
と
文
系
志
望
の
私
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
は
無
関
係
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
原
子
力
発
電
所

で
働
く
人
の
話
を
聞
い
た
り
、
現
地

の
高
校
生
と
討
論
す
る
中
で
、
こ
の

問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
経
済
や
政

治
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
２
に
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
（
批
判
的
思
想
）
の
重
要
さ
で
す
。

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
一
般
の
方
は

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
そ
の
ま
ま

信
じ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
研
修
会
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
各
国
の

人
々
と
討
論
し
ま
し
た
が
、
報
道
さ

れ
て
い
る
事
実
と
違
う
の
で
は
と
思

い
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
多
面

的
に
捉
え
、
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、

客
観
的
に
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

第
３
に
外
国
語

を
学
ぶ
本
当
の
意

味
で
す
。
現
地
高

校
生
と
討
論
し
、

自
分
の
考
え
を
う

ま
く
伝
え
き
れ
な

い
、
相
手
の
言
っ
て

い
る
こ
と
が
十
分
に

理
解
で
き
な
い
な
ど

言
語
の
壁
が
あ
り
、

と
て
も
も
ど
か
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
は

言
葉
の
壁
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
よ
り
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
れ
ば
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
解
決
で
き
る
の
で
は
と

感
じ
ま
し
た
。
外
国
語
は
そ
れ
を
つ
な

ぐ
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

青
森
県
は
現
在
、
使
用
済
燃
料
の

再
処
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
青
森
が
活
力
あ

る
県
で
あ
る
た
め
に
は
、
世
界
の
お

手
本
と
な
る
よ
う
な
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
安
全
に
間
違
い
の
な
い
よ
う
な
方

法
で
取
り
扱
い
、
50
年
後
も
１
０
０

年
後
も
維
持
可
能
か
つ
近
代
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
一
県
民
と

し
て
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
少
し
で

も
解
決
・
貢
献
で
き
る
よ
う
に
常
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
20
回
（
2
0
1
3
年
度
）
参
加

青
森
県
立
弘
前
高
校
卒

小
山
内 

千
登
さ
ん

第
25
回
（
2
0
1
8
年
度
）
参
加

青
森
明
の
星
高
校
卒

川
口 
凜
南
さ
ん

先
進
的
な
街 

人
生
に
影
響

進
路
選
択
の
き
っ
か
け
に

参加者インタビュー 
〜研修参加によるその後の進路への影響など〜

スウェーデンのカテドラル高校
で地元の高校生と楽しく記念
撮影（前列左が小山内さん） 

フランスのグリニャール高校での
プレゼンテーション

　

今
、
英
語
を
使
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
研

修
会
に
同
行
し
て
く
れ
た
通
訳
さ
ん
の
影
響
が
大
き
い
で
す
。
青

森
県
の
観
光
資
源
を
海
外
か
ら
の
観
光
客
向
け
に
発
信
し
て
い
ま

す
。
各
地
の
若
い
世
代
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。【
第
９
回
（
2
0
0
2
年
度
）
参
加
者
／
県
観
光

連
盟
職
員
】

　

大
学
で
は
国
際
開
発
を
勉
強
し
ま
し
た
。
何
度
か
海
外
に
行
き

ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
、
改
め
て
「
自

分
と
は
何
か
」「
青
森
県
は
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
」
な
ど
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若
い
人
に
は
、
ぜ
ひ
海
外
に
目
を

向
け
る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。【
第
10
回（
2
0
0
3

年
度
）
参
加
者
／
人
事
・
採
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
】

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
難
し
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ

人
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
ト
リ
レ
ン
マ
の
状
況
に

陥
ら
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
打
開
策
を
講
じ
る
人
材
の

育
成
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。【
第
25
回
（
2
0
1
8
年
度
）
参
加

者
／
大
学
生
】

　

海
外
の
人
た
ち
と
接
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
が
日
本
の
こ
と

に
つ
い
て
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

子
育
て
が
一
段
落
し
仕
事
が
定
年
に
な
っ
た
ら
、
海
外
へ
出
て
美

容
技
術
を
教
え
る
な
ど
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。【
第
５
回
（
1
9
9
7
年
度
）
参
加
者
／
専
門

学
校
教
諭
】

　

日
本
と
海
外
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
が
全
然
違
う
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
資
源
の
豊
富
さ
、
地
理
的
な
要
因
、
自
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
に
対
す
る
認
識
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
背
景
が
異
な
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
も
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
し
た
。【
第
16
回
（
2
0
0
9
年
度
）
参
加
者
／
高

等
学
校
教
員
】

海
外
研
修
会
後
に
、
参
加
者
の
方
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
に

基
づ
き
研
修
成
果
や
感
想
を
知
事
へ
報
告
（
第
15
回
か

ら
実
施
）。
そ
の
後
、
参
加
し
た
高
校
生
同
士
で
海
外

研
修
会
を
振
り
返
る
座
談
会
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を

ま
と
め
て
東
奥
日
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

インタビュー

第 21 回（2014年度）時の座談会

東奥日報紙面

第 24 回（2017年度）時の知事報告


